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　６月18日（水）新潟東映ホテルにおいて、県労福協第
48回定時総会が開催され、会員団体・役職員の95名が参
加しました。　
　冒頭牧野理事長より、取り巻く環境は厳しさを増して
いるが、県労福協はライフサポートセンター事業を柱に、
行政や様々な団体とのネットワークを強化し、生活上の
悩みや課題を抱えた人々への支援事業を一体となって進
めていくとの挨拶がありました。（詳細は次項に掲載）
　総会では、報告事項として2024年度の事業報告、2025
年度事業計画、2025年度収支予算報告を行い、①新潟ろ
うきん福祉財団が取り組む高校奨学金給付事業に関する
寄付の取り組みへの協力要請。②国際交流事業が終了す
ることから「国際交流事業会計」については2026年度よ
り「関連団体連携事業会計」に名称変更し、労福協の幅

広い用途で活用していくなどの活動が説明され、事業計
画の補足意見として、中澤代議員（新潟ろうきん福祉財
団）から、給付型高校奨学金制度への寄付の協力要請が
ありました。
　審議議案としての第１号議案「2024年度の決算報告な
らびに監査報告に関する件」、第２号議案「役員改選に
関する件」については、全て満場一致で承認されました。
　今総会は役員改選期であり、下記に記載した通り女性
理事３名を含む19名の理事と３名の監事が選任されまし
た。

新しい役員体制
　第48回定時総会で新任の役員と退任された役員は以
下の通りです。
 【新任役員】（敬称略） 
理 事 長　牧野　茂夫　　連合新潟
副理事長　小林　俊夫　　連合新潟
副理事長　山崎　雅彦　　労働金庫
副理事長　小野塚　豊　　こくみん共済 coop
専務理事　石本　伸二　　労福協
理　　事　登坂　崇規　　連合新潟
理　　事　飛田　博之　　連合新潟
理　　事　渡邉　洋平　　連合新潟（新任）
理　　事　桑原　典子　　連合新潟
理　　事　鶴巻　洋介　　労働金庫
理　　事　古市　健生　　こくみん共済 coop
理　　事　眞田　　守　　退職者連合

理　　事　中川　　亨　　新潟ろうきん福祉財団
理　　事　馬場真由美　　コープデリにいがた（新任）
理　　事　川原　隆哲　　ワーカーズコープ
理　　事　那須野智広　　全港湾（新任）
理　　事　小室千代子　　下越地区労福協（新任）
理　　事　山田　浩之　　県央地区労福協（新任）
理　　事　笹井　智規　　柏崎地区労福協
監　　事　遠藤　大介　　連合新潟
監　　事　長谷川建雄　　労働金庫
監　　事　森山　真吾　　こくみん共済 coop

【退任された役員のみなさん】（敬称略）
理　　事　藤田　隆則　　連合新潟
理　　事　小林　佳代　　県生協連
理　　事　高見　　優　　ささえあい生協
理　　事　山際　輝久　　新潟地区労福協
理　　事　矢島　良彦　　長岡地区労福協

第48回
県労福協定時総会
～ 役員改選で女性理事が３名に ～
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　総会後の特別講演は、奨学金問題対策全国会議
事務局長・せたがや市民法律事務所弁護士　岩重
佳治氏にお願いしました。
　これまで、労福協の活動の大きな柱として取り
組んできた奨学金問題の現状と課題を専門家の立
場から、詳細なデータや事例に基づいて説明をし
ていただきました。
　日本の奨学金はまだまだ貸与型が中心であり、
大学生の２人に１人は借金を背負って社会に出て
いく。親や親せきに人的保証を頼むと、返済が困
難になったときその親族に返済義務が及ぶことか
ら機関保証に１本化するべきだ。今後は返済の負
担軽減の方法や学費の値下げ、相談や救済などを
皆さんと力を合わせて実現していきたいとの決意
が述べられました。
　改めて、奨学金問題の厳しい実態を聞き、改善
の取り組みの必要性を痛感させられた講演でした。
　なお、岩重氏の講演
内容は、新潟県労福協
Ｔ Ｖ で、YouTubeに
アップしましたので、
ぜひご視聴願います。

東部ブロック労福協  第16期福祉リーダー塾
　６月12日（木）～13日（金）に、労福協運動の新たな創造を
めざし、東部ブロック労福協第16期福祉リーダー塾が、静岡
県三島市で開催されました。１都10県から塾生40名、講師ス
タッフ20名、計60名が参加、グループ討議を通じて県を超え
た交流を深めました。

　新潟県労福協からは、運
営スタッフとして牧野理事
長のほか、塾生として、連
合新潟、労金、こくみん共
済 coop、労福協から各１
名、計５名が出席しました。

新潟県労働金庫　第73回通常総会
　６月25日（水）ＡＮＡクラウンプラザホテル新潟にて、新
潟県労働金庫第73回通常総会が開催されました。
　総会では、山崎理事長より「理事長就任以降全県の現場を
回らせていただく中で、労働金庫が地域社会に期待され貢献
する姿を実感することができた。勤労者一人ひとりに寄り
添った“ろうきんらしい”相談・ 提案活動の実践が着実な利
用につながっている。今後も、
信頼され、愛される労働金庫を
めざしていく。」との決意が述
べられました。
　議事では報告事項・決議事項
の全てが確認・承認されました。

「学費と奨学金問題の現状と課題」
講師：奨学金問題対策全国会議事務局長・
　　　せたがや市民法律事務所弁護士　岩重佳治氏

第48回定時総会  特別講演会

牧野理事長挨拶要旨
　私たちを取り巻く環境は、気候変動、紛争の長期化、
自国至上主義の台頭、貧困・格差など、社会の分断と
不安が続いている。国際情勢の緊迫化と世界経済の不
確実性により、食料やエネルギー価格が高騰し、国民
生活に深刻な影響を与えている。特にコメ不足と価格
上昇は「令和のコメ騒動」と呼ばれ、社会的弱者に深
刻な影響が出ている。
　（公財）新潟ろうきん福祉財団が取り組む高校奨学
金給付事業について、第151回理事会で更なる拡充が
確認され、新潟県労福協として関係団体等への寄付の
呼びかけを行うことにした。高校授業料は無償化され
たものの、学費以外の費用（クラブ活動費、制服代、
用具代、塾代、習い事など）がかかり、「体験格差」
が生じている現状がある。ろうきん福祉財団は、2025
年度から応募条件を見直し、募集枠を撤廃し、応募者

全員を採用する制度に改定した。この制度の持続可能
性を確保するため、ろうきん口座からの自動引き落と
し（口座振替）による定期的な寄付を基本に、継続的
な財源確保への協力を呼びかけている。随時支援での
寄付も受け付けている。
　国際交流事業会計については、弁護士・会計士を含
む検討チームの答申に基づき、2026年度より「関連団
体連携事業会計」に名称変更し、労福協の幅広い用途
で使用できるようにした。今後も、「貧困や社会的排
除がなく、人と人とのつながりが大切にされ、平和で、
安心して働き暮らせる持続可能な社会」を目指し、ラ
イフサポートセンター事業を柱に、行政や様々な団体
とのネットワークを強化し、生活上の悩みや課題を抱
えた人々への支援事業を一体となって進めていく。
　今総会では、５名の理事が退任される。労福協の運
動を支えていただいた皆さんに、この場を借り感謝を
申し上げる。
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　４月26日（土）新潟市中央区・万代島多目的広場にお
いて県中央メーデーが約1,100人の参加で開催されまし
た。
　連合新潟の小林実行委員長は、『メーデーは「労働者
の団結・主張の場」「働く仲間の祭典」であり、第96回
目の今年は戦後80年の節目の年となる。「働くことを軸
とする安心社会」の実現には社会が平和で安定している
ことが前提である。連合は平和の尊さ、戦争の悲惨さ、
核兵器廃絶を訴え、平和運動を強化していく。そして、

誰もが安心して働き・暮らせる、当たり前の社会を取り
戻す。「社会と未来を変えていく」ための行動を起こそ
う。』と呼びかけました。
　集会後には、デモ行進を新潟駅前まで実施し、雇用確
保や格差是正等をアピールしました。

　６月６日（金）、中央労福協主催の2025年度全国研究
集会が富山市芸術文化ホール「オーバード・ホール」に
おいて、ハイブリッド形式で開催されました。（新潟県
から６名参加）
　子どもたちがより輝いて自己を表現できる場所、安心
して過ごせるあたたかな居場所を地域にいかに築いてい
くか、また、未来の日本社会を担う子どもたちが夢を抱
きながら成長することができる地域社会のあるべき姿は
どのようなものか、日々子供たちに寄り添う実践者たち

が、トークセッションを行いました。
　「丁寧に話を聞く。」「誰でも受け入れられる居場所づ
くりが大切。」「出番を作る。発信をしていく。」などの
実践からくるパネラーからの提言は、とても貴重なもの
でした。失敗してもくじけても認めることができる心の
容量を増やすことも大切であり、今後も周りからのアプ
ローチや助けてと言える
社会をめざしてくとの方
向性が確認されました。
　なお、来年度は、北部
ブロックの宮城県での開
催予定となっています。

　５月15日 （木）、県労福協主催による第38回チャリティ
ゴルフ大会が「フォレストカントリー倶楽部」で開催さ
れました。
　当日は、天候にも恵まれ、101名が参加し、実力をい
かんなく発揮する方、思うようにスコアを伸ばせない方
など、それぞれにプレーを楽しみながら交流を深め合う
ことができました。今年も開催ルールを前半９ホールに
よるハンディ戦とし、終了後の表彰式は行わず、18ホー
ル終了時に個別で表彰を行う形態で開催しました。
　参加者の厚意により集まったチャリティ金202,000円
は、令和６年能登半島地震見舞金として「新潟県災害対
策本部（新潟県の被災者）」への義援金口座に贈呈しま
した。
　参加者の皆様のご協力にあらためて感謝申し上げます。

　大会の上位入賞者（敬称略）
　東コース優勝者　　小野塚豊（こくみん共済coop）
　西コース優勝者　　小林俊夫（連合新潟）
　東アウトベスグロ　江花和郎（連合新潟顧問）
　東インベスグロ　　近藤智広（コープデリにいがた）
　西アウトベスグロ　梅津寿明（ JEC連合）
　西インベスグロ　　城田克仁（フォレストCC）

第96回新潟県中央メーデー
物価高に負けない賃上げ！
働く仲間が幸せになれる明るい未来を実現しよう！

2025年度 全国研究集会 in TOYAMA
地域が主役！あたたかな子どもたちの居場所を

第38回チャリティゴルフ大会
令和６年能登半島地震見舞金として「新潟県災害
対策本部（新潟県の被災者）」に寄付

東コース優勝：小野塚　豊氏 西コース優勝：小林　俊夫氏
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ケニアの子どもを支えよう！
　５月18日（日）、長岡地区労福協が協力したアフ
リカの暮らしや文化について学び交流する「アフリ
カンフェスタ⑪」を開催。アオーレ長岡市民交流
ホールに300名を超える市民が異国への情緒を楽し
みました。
　地球上の異なる地域で、数10キロの危険な道のり
を経て通学し、学校で学ぼうとする子供たちの姿を
追ったドキュメンタリー映画上映、夏休みにタンザ

ニアでボランティア活動をきっかけにストリートチ
ルドレンを支援するＮＧＯを支援する高校生と、ケ
ニアで子どもたちのあたりまえの毎日を支援するモ
ヨ・チルドレン代表の佐藤さんの講演、ブラジル発
祥の「ゲトカポエイラ」格闘舞、アフリカンドラム
と和太鼓の響演、ホワイエではバザールと終日、ア
フリカ一色の一日を過ごしました。
　ケニアの物価高と円安の進行で、日本からの寄付
を頼りとするＮＧＯの運営が厳しくなっているとし
て、支援が呼びかけられています。
　異国で頑張っている佐藤さんを励まし、私たちの
できる範囲で支援を続けていこうと思います。

 

 

　『NPO桂公園こどもランド』は、十日町地域で子
育て応援の活動を続け、地域内外の親子世代を始め、
多くの方々から親しまれています。
　毎年５月から11月の土日祝日にゴーカートや各種
遊具、夏場には大型のビニールプールなど、子育て
世代の親子で楽しめる催しを行っています。その他、
フォトコンテストや10月の連休に特別イベント『桂
公園こどもまつり』を開催して、多くの親子連れの
お客様で賑わっています。（写真は昨年10月13日開
催の『桂公園こどもまつり』の模様です）

　2022年には、ろうきん十日町支店推進委員会と
協働で特別イベント『わくわく感謝祭』を開催して
1,500人を超えるお客様が来場するなど大盛況でし
た。今年の10月12日（日）にも同様のイベントを開
催する予定です。
　十日町地域は少子高齢化に伴う人口減少が進んで
いますが、そのような状況下、子育て応援の活動を
続ける『NPO桂公
園こどもランド』
は地域に元気を与
える存在となって
おり、当地区労福
協としても応援し
ていきたいと考え
ています。

　令和７年４月８日（火）、新発田市のイクネスし
ばたにて新発田自主夜間中学校が開校しました。新
潟県では、公立夜間中学校も自主夜間中学校も設置
されておらず、県内初の取り組みです。義務教育段
階での学びが充分得られなかった経験を持つ生徒さ
んのための学校として、毎週火曜日18時から20時に
開催し、６月末で10回目を迎えました。2020年の国
勢調査によると、県内は義務教育未修了者の人数が
国内で５番目に多い地域です。文部科学省では、

2016年に夜間中学校の設置を促進するための法律で
ある義務教育機会確保法が制定施行されました。私
達は、出来ることから始めようとの思いで「一般社
団法人新潟県新発田市に夜間中学校をつくる会」を
立ち上げたうえで開校しました。開校記念として新
発田自主夜間中学校開校シンポジウムを計画しまし
た。８月17日（日）新発田市生涯学習センターにて
10時から開
催します。
皆様方から
の多くのご
参加をお待
ちしており
ます。

地区労福協からのたより 新潟県労福
協

Ni
iga
ta Letter

Niigata Letter

2021

長 岡 地 区

下 越 地 区

十日町地区

地域NPOの活動紹介
『NPO桂公園こどもランド』

新発田自主夜間中学校の開校と
記念シンポジウムの開催について
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　６月27日（金）地区労福協第14回総会を開催しま
した。当日は新潟県労福協江口事務局長を来賓にお
迎えし、県労福協が取り組んでいる各種活動のご報
告などご挨拶をいただきました。総会では、2024年
度の活動報告及び2025年度の活動計画を審議いただ
きました。
　５月11日（日）フードバンクさどの配布会に参加
しました。　　
　米や食品の値上がりが日々報道され、どこのフー
ドバンクも支援物資確保に大変苦労しています。渡
せる食品が限られていても「ありがたいです。」「助

かります。」と
喜んで受け取っ
てくれる親御さ
んたち。
　佐渡地区労福
協がフードバン
クの手伝いを始
めて４年目となり、延べ49回、149人もの人が労福
協のボランティアとして参加協力いただきました。
　しかし、まだまだこの活動を知らない人が大勢い
ます。労福協活動の一つであることを知っていただ
き、あらたな協力者が増えるよう活動を継続してい
きます。

 
 
　去る６月24日（火）、小千谷地区労働者福祉協議
会総会が開催されました。24年度の活動報告、会計
報告の確認後、25年度の活動方針、予算案、役員体制、
規約改定に関して承認をいただき、新年度の取り組
みをスタートする事となりました。小千谷地区労福
協では年に２回のセミナーを開催しています。一つ
は７月の平和活動＋生活安心セミナー、もう一つは

10月のクリーン活動＋ライフプランセミナーです。
今年も例年通り、ろうきん小千谷支店様、こくみん
共済coop中越支所様から多大なるご協力をいただ
きながら開催しますが、少しだけ新しい取り組みを
取り入れる事になりました。それは小千谷市職員を
講師とする出前講座とのタイアップです。これまで
以上に多くの皆様の協力をいただきながら、これか
らのセミナーをより役立つ内容にカスタマイズ・ブ
ラッシュアップしていきたいと思います。

佐 渡 地 区

小千谷地区
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（公財）新潟ろうきん福祉財団  

「県民・勤労者の福祉・文化向上に関する事業」 

 

ろうきんチャリティ公演 

太鼓芸能集団 鼓童 

 

開 催 日 ： ２０２５年９月１７日（水）開場 17:30 開演 18:30 

開催場所 ： 村上市総合文化会館 大ホール 

入場整理券： お一人様（小学生以上） １，０００円 

       ●事前に入場整理券の購入が必要となります（先着順）。 

＜入場整理券のご購入・お問い合わせ＞ 

 ・新潟ろうきん村上支店、中条支店、新発田支店  

料金の一部は村上市内の福祉団体等へ寄付いたします。 
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私たちは、助け合いの心と協同の力が生みだす

「ともに」の力で未来をきりひらき、

誰ひとり取り残さない社会を創ります

食べるしあわせ、自分らしいくらし
「ともに」の力で、笑顔の明日を

あ　し　た

ビジョン 2035

生活協同組合コープデリにいがた　総合企画室
〒950-1125　新潟市西区流通１丁目５番地 3

TEL  025-260-3351（月～金　9:00 ～ 17:30）

コープデリにいがた
ホームページ→

https://niigata.coopdeli.coop/

お問い
合わせ

「つかうほど、じぶんらしく。」をブランドメッセージに、
コープデリ宅配は一人ひとりの毎日にたくさんのおいしさをお届けします。

コープデリにいがたの宅配事業

管理栄養士が監修した夕食用の
お弁当を月曜から金曜の週 3日
から 5日までお届けします。
※お届け地域限定サービスです。

週１回決まった曜日・時間帯にご自宅
の玄関先まで、6,000 品目以上の取扱ア
イテムから、ご注文いただいた食品や日
用品をお届けする宅配サービスです。

夕食宅配ウイークリーコープ
家事援助を中心として困ったと
きに、お互いのくらしを支え合
い、助け合う有償の組合員活動
です。※新潟市中心に活動しています。

くらしの助け合いの会
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７　
月

14日㈪ 県PS聖籠町支援調整会議（聖籠町）
16日㈬ 糸魚川地区労福協ゴルフコンペ（糸魚川CC）
17日㈭ 夢咲Club総代会（ハイブリッド）
22日㈫ 上越地区労福協総会（直江津学びの交流館）
23日㈬ 県PS田上町支援調整会議（田上町）
24日㈭ 新潟市PS第４回支援調整会議（勤労福祉会館）
25日㈮ 新潟県退職者連合第33回定期大会（東映ホテル）

25日㈮～26日㈯ 第12期にいがた福祉リーダー塾（万代シルバーホテル）
29日㈫ 中央労福協幹事会

柏崎地区労福協総会（柏崎産業文化会館）
30日㈬ 新潟県総合生協第71回通常総代会およびこくみん

共済 coop新潟推進本部第８回組合員代表者会議
（ANAクラウンプラザホテル）
県ライフサポートセンター相談員検証会議
（連合中越地協事務所）

31日㈭ 県PS弥彦村支援調整会議（弥彦村）

８　
月

６日㈬ 県労福協「平和活動・統一行動日」
21日㈭ 消費生活ネットワーク理事会

（こくみん共済 coop新潟会館）
22日㈮ 県労福協153回理事会（勤労福祉会館）

第14回監事会議（勤労福祉会館）
23日㈯ 県央地区ワーク＆ライフセミナー（三条市立大学）
28日㈭ 新潟市PS第５回支援調整会議（勤労福祉会館）
29日㈮ 中央労福協第９回幹事会（Web）

９ 

月
３日㈬ 東部ブロック　ライフサポート経験交流（長野県）
25日㈭ 地方労福協会議（Web）

　「令和の百姓一揆」が全国で巻き起こった。
新潟でも行われた。このままでは日本の農家
が壊れてしまう。人がいなくなってしまう。
農業が崩壊すれば食と命は守れない。食と農
の大切さを消費者に知ってもらいたい、守ら
なければいけないという切実な思いから実施
に至ったものだ。農家の時給は10円との話も
驚きだ。
　ただ一方で物価の高騰は私たちの生活を直
撃している。実質賃金は上がっていない。こ
の機関紙が配布される頃には、参議院選挙の
結果が出ている頃だろう。このような課題が
解決に向かうような、結果が出ていてほしい
ものだ。
　今年も暑い夏がやってくる。労福協の平和
行動として８月６日に１分間の黙祷を取り組
む。県央地区労福協では被爆体験伝承者とし
て活動している広島の20代の女性を呼んで講
話を聞くセミナーを開催する。若い人がどの
ように戦争を受け継いで、つないでいくのか
是非聞いてみたいと思っている。
　今年は敗戦80年。これまで以上に多くの方
から平和行動への参加をお願いしたい。一人
でも多くの人とともに、心を込めて平和への
祈りを捧げたい。　　　（新光町の疾風怒涛）

今 後 の 日 程 編 集 後 記


